
Step1　　 …事業所登録について簡単に説明

Step2　　 …新規作成について簡単に説明

Step3　 …点検・整備（定期点検と修理）と簡易点検の記録について簡単に説明

Step4　　 …登録されたデータを活用して、適正な管理運用方法を説明

Step5　　 …回収依頼書(A票)の起票から、引取証明書（E票）の交付までを簡単に解説

Step6　　 …引取証明書(写)を用いた処理業者への依頼について簡単に解説

…法令で要求されている報告書類の出力方法を簡単に説明

…RaMSの項目ごとの利用料金と更新料の考え方を説明

…ガイド・取扱説明書・操作説明動画など

　Step1　　事業所登録 　Step1　　事業所登録

はじめてRaMSをお使いの管理者・充塡回収業者の方々へ
　基本的な使い方をご説明します

管理者・廃棄者
基本の使い方

充塡回収業者
基本の使い方

各Stepごとはこちら↓

事業所登録

【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の作成

【　整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の記
【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）での管理/運用

【廃棄時】行程管理票の作成（電子モ－ド）

【廃棄時】回収冷媒の処理依頼と回収済み機器の引渡し
報告

料金

詳細

算定漏えい量の管理・報告/都道府県報告書および記録表の作成

利用料金一覧

RaMS資料一覧（総合案内リンク）

管理者（個別表示）は をクリック 充塡回収業者（個別表示）は をクリック

How   To   RaMS

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

管理者 充塡回収

各Stepに直接ジャンプできます↓

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方

事業所登録

●RaMSをご利用頂くには、まず事業所登録が必要です。登録は、無料（年会費・更新料なし）です。

1 JRECOのホームページ（ ）へアクセスして、

「RaMS冷媒管理システム ログインページへ」をクリックする。

2 RaMSログインページ(                                      )を開いたら、「事業所登録」をクリックする。

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

事業所登録

●RaMSをご利用頂くには、まず事業所登録が必要です。登録は、無料（年会費・更新料なし）です。

1 JRECOのホームページ（ ）へアクセスして、

「RaMS冷媒管理システム ログインページへ」をクリックする。

2 RaMSログインページ(                                      )を開いたら、「事業所登録」をクリックする。

https://www.jreco.or.jp/https://www.jreco.or.jp/

https://www.jreco.jp/ https://www.jreco.jp/

こちらの「RaMS操作解

説動画」に登録方法の動

画もあります。

こちらの「RaMS操作解

説動画」に登録方法の動

画もあります。

https://www.jreco.jp/index/relay/
https://www.jreco.or.jp/
https://www.jreco.or.jp/
https://www.jreco.jp/
https://www.jreco.jp/
https://www.jreco.or.jp/data/Step3_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step4_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step5_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step6_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step1_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step2_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step1_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step2_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step3_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step4_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step5_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/Step6_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/report_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/report_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/price_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/price_juten.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/HowtoRaMS_kanri.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/HowtoRaMS_juten.pdf
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※利用料金精算方法確定後　A→B or Cに変更は可能ですが、B or C→Aへの変更はできません。詳しくは                　 へ ※利用料金精算方法確定後　A→B or Cに変更は可能ですが、B or C→Aへの変更はできません。詳しくは                　 へ

事業所登録　完了 事業所登録　完了

Step2　　【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の作成 Step2　　【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の作成

解説PDF 解説PDF

3 登録業種は「充塡回収業者」を選択します。

その他、必須項目（※）を入力し、登録を完了すると、RaMSにログインが可能となります。

精算方法は、利用料金が少額のため、

まずは「A」の預け金（ポイント）払いが

おすすめです。

※精算方法については、注意事項を

よくお読みください。

精算方法A～Cの

詳細はコチラでご

確認ください

ログイン者登録情報のページにて

変更修正できます。

わからない場合は仮入力をして

登録を完了させてください。

充塡回収業者として登録している都道府県を

選択し、登録情報を入力する。

他都道府県でも業者登録している場合は、事

業所登録を一度完了した後にメインメニューの

「ログイン者登録情報一覧」から追加登録でき

ます。

●詳細は こちら

3 登録業種は「管理者・廃棄者」を選択します。

その他、必須項目（※）を入力し、登録を完了すると、RaMSにログインが可能となります。

法定管理者となる本社の情

報を入力してください。

登録事業所の他には本社が

ない場合、上記の事業所登

録の内容を再度入力してく

ださい。

入力後、ログイン者登録情報のペー

ジにて変更修正できます。

わからない場合は仮入力をして

登録を完了させてください。

機器管理番号シールについて 

■シールをご購入の場合 

機器を管理するためのシールを機器に貼ることによって、 

機器実物と機器管理番号による RaMS のログブックの 

関連付けが可能です。(2 枚 1 組で、1 枚は予備です。) 

 

■番号のみご購入（シールが不要）の場合 

例えば、何らかの形（自社シール、テプラ等）で管理して 

いるのであれば、あえてシールを貼ることは不要です。 

管理番号をキーにしてシステ

ムに機器 1 台ごとにログブッ

ク(点検・整備記録簿)を作成

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①

シールありの場合はこちらを

クリックし、表示された画面で

12ケタの英数字を入力します。

●点検・整備記録簿（ログブック）を作成するには、機器１台ごとに１つの機器管理番号が必要です。 

●ログブックの新規作成は管理者・廃棄者でも充塡回収業者でもどちらでも可能です。 

●作成方法は以下の 2 通りです。 

① 事前に RaMS ログインページ（https://www.jreco.jp/）から機器管理番号シールを購入し、 

その機器管理番号を入力する。(600 円＋税／枚) 

② システム上で自動採番にて機器管理番号を新規取得する（シールが不要の場合）。（500 円＋税） 

※新規取得（自動採番）の操作を行った管理者または充塡回収業者に課金されます。 

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方

点検・整備記録簿(ログブック)の作成

番号取得・入力方法を選択するポップ画面が表示されるので、どちらかを選択。2

メインメニューの「ログブック新規作成・追加登録」1

②

シールなしの場合は

こちらをクリックします。

①

シールありの場合はこちらを

クリックし、表示された画面で

12ケタの英数字を入力します。

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

点検・整備記録簿(ログブック)の作成

番号取得・入力方法を選択するポップ画面が表示されるので、どちらかを選択。

メインメニューの「ログブック新規作成・追加登録」1

●機器１台ごとに１つの機器管理番号が必要です。 

●充塡回収業者による作成方法は以下の 2 通りです。 

① 事前に RaMS ログインページ（https://www.jreco.jp/）から機器管理番号シールを購入し、 

その機器管理番号を入力する。(600 円＋税／枚) 

② システム上で自動採番にて機器管理番号を新規取得する（シールが不要の場合）。（500 円＋税） 

※ 新規取得（自動採番）の操作を行った管理者または充塡回収業者に課金されます。 

機器管理番号シールについて 

■シールをご購入の場合 

機器を管理するためのシールを機器に貼ることによって、 

機器実物と機器管理番号による RaMS のログブックの 

関連付けが可能です。(2 枚 1 組で、1 枚は予備です。) 

 

■番号のみご購入（シールが不要）の場合 

例えば、何らかの形（自社シール、テプラ等）で管理して 

いるのであれば、あえてシールを貼ることは不要です。 

管理番号をキーにしてシステ

ムに機器 1 台ごとにログブッ

ク(点検・整備記録簿)を作成

します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：管理者に以下の内容を確認してください。

 管理者が機器管理番号を事前に取得している。（管理番号シ－ル） ⇒ Step2－ へ
 ログブックを管理者が作成している。⇒ へ
 管理者の事業所コード（H+9桁）を聞いておく。（２回目以降は履歴で入力できます。）

2

②

シールなしの場合は

こちらをクリックします。

管理者から、ログブックの新規作成と整備データの登録を依頼された場合、まず、機器管理番号の取得（実際の機器に貼付する

機器管理番号シールのご購入または自動採番）、ログブックに初期登録（ログブックの新規作成）、そして、作成したログブックに

整備データを入力して登録、という流れです。

2

TOP画面へ

https://www.jreco.or.jp/data/2_payment.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/2_payment.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/1_juten_prefectures.pdf
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【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の作成　完了 【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の作成　完了

Step3　　【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の記録 Step3　　【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の記録

冷媒漏洩点検・整備記録簿の１表と２表を新規入力します。3

1表

２表 新規作成時、点検・整備区分は

「設置時追加充塡量」しか選択できません。

必ず「設置時追加充塡量」をご登録ください。

★設置時追加充塡量の登録がないと

 点検・整備の記録ができません！

１表と２表を入力します。入力完了後、

「確認画面へ」をクリックし、管理者へ「承諾

依頼」をします。自動採番の場合、充塡回収

業者に課金されます。(500円＋税)

冷媒は一度登録すると

変更できません。

リストにない冷媒の登録は

でご確認ください。

充塡回収業者が1表と2表を入力し、管理者・廃棄者へ   をします。

管理者・廃棄者が承諾すると、新しいログブックが作成されます。

4

こちら

確認画面へ進み、登録を完了させると 

新しいログブックが作成されます。 

自動採番の場合、機器登録料(500 円＋税）が課金されます。 

使用冷媒は一度登録すると

変更できません。

冷媒漏洩点検・整備記録簿の1表の必須項目（※）を新規入力します。3

ここまでの状態では、ログブックの使用は開始されておりません。

ログブック使用開始にあたり、必ず「設置時追加充塡量」のご登録 （無料） が必要です。

★設置時追加充塡量の登録がないと点検・整備の記録ができません！

設置時追加充塡量は原則として充塡回収業者に入力してもらい、管理者が承諾しますが、

「転記」機能によって、管理者が自ら入力することも可能です。

★「転記」の方法については、 でご確認ください。こちら

管理者

1 

2

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方 

点検・整備記録簿(ログブック)の記録

充塡回収業者

下記の説明は充塡回収業者の入力している画面です。

【充塡回収業者】

管理者から伝えられた機器管理番

号を入力して、ログブックを開き、点

検・整備データを入力する。

充塡回収業者が、ログブックに点検・整備データを入力する。

1 

点検・整備（定期点検）の記録2

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方 

点検・整備記録簿(ログブック)の記録

２表

●充塡・回収の登録に加えて、定期点検・簡易点検などを記録することができます。

●原則、充塡回収業者が点検データを登録し、管理者が承諾します。

●機器の整備時に充塡・回収作業をログブックに登録した場合、「情報処理センター」にも登録されるため、

 書面による「充塡証明書」「回収証明書」の交付が不要になります。

➢ 管理者から機器管理番号を事前に聞いている場合は、機器一覧の検索機能から該当す

る機器を検索呼び出しをする必要があります。

➢ ２回目以降はログブック一覧に表示されます。

メインメニューの「ログブック一覧」をクリックし、点検・整備記録簿機器一覧を表示させる。

右端の「操作」欄のボタンから登録する。

点検・整備（定期点検）の記録はこちらから 簡易点検の記録はこちらから

２表に入力します。

回収量、充塡量を入

力すると情報処理セ

ンターに自動的に登

録されます。

から入力内容を確認し、

をクリックすると、管理者へ

承諾依頼のメールが送信されます。

同時に充塡回収業者に利用料金100円＋税が

課金されます。     

管理者から事業所コード

（H+9桁）を聞いて入力。

２回目以降は履歴から選

択できます。

管理者の方は、  のステップとして        へ

充塡回収業者に、メールや電話等で、点検・整備（冷媒の充塡・回収）を依頼する。

機器管理番号を取得してある機器の場合、充塡回収業者へ   を伝える。

TOP画面へ

承諾依頼

承諾依頼

確認画面へ

●充塡回収業者が点検データを登録し、管理者が承諾します。

●充塡・回収の登録に加えて、定期点検・簡易点検などを記録することができます（簡易点検は無料）。

●機器の整備時にログブックに登録された充塡量・回収量のデータは、同時に情報処理センタ－へ登録され、

   管理者の「算定漏えい量報告」の基礎資料になります。

機器管理番号

承諾依頼

【充塡回収業者】

2表を入力します。

回収量、充塡量を入力すると情報処理センターに自動的に登録されます。

  から入力内容を確認し、                                       をクリック。

★充塡回収業者に利用料金100円＋税が課金されます。     

承諾依頼確認画面へ  

https://www.jreco.jp/public/assets/file/fsystem_20211014.pdf
https://www.jreco.or.jp/data/4_kanri_posting.pdf
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【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の記録　完了 【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）の記録　完了

Step4　　【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）での管理/運用 Step4　　【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）での管理/運用

「点検・整備記録簿機器一覧」画面にある ボタンをクリックし、

「簡易点検記録フォーマット選択」から簡易点検フォーマットを選択します。最大30件まで

簡易点検記録の入力を一括して行うことができます。

【管理者】 管理者承諾に署名する！

4 点検・整備データがログブックに登録され、充塡・回収のデータは情報処理センターにも

同時に登録される。システムから充塡回収業者に管理者が承諾した旨の確認メールが自動送信される。

簡易点検の記録

点検・整備（定期点検）の記録と同様に、点検・整備記録簿機器一覧の「操作」欄から「簡易点検」をクリッ

クし、表示された「冷媒漏洩点検・整備記録簿」の2表「2.簡易点検記録」へ点検の記録を入力します。確認

画面へ進み、「登録」をクリックすれば、簡易点検の記録は完了です。

5

システムから管理者へ入力データの登録承諾依頼メールが自動送信される。

充塡回収業者が２表に入力した内容を確認し、承諾を行う。
3

一括登録対象のログブックに

✓を入れる

簡易点検記録は

無料です。

● 記録の内容が同じ複数のログブックに一度に登録したい時は… 

「点検・整備記録簿機器一覧」画面にある ボタンをクリックし、

「簡易点検記録フォーマット選択」から簡易点検フォーマットを選択します。最大30件まで

簡易点検記録の入力を一括して行うことができます。

簡易点検の記録

点検・整備（定期点検）の記録と同様に、点検・整備記録簿機器一覧の「操作」欄から「簡易点検」をクリックし、表

示された「冷媒漏洩点検・整備記録簿」の2表「2.簡易点検記録」へ点検の記録を入力します。

3

● 記録の内容が同じ複数のログブックに一度に登録したい時は… 

一括登録対象のログブックに

✓を入れる

簡易点検記録は

無料です。

※簡易点検登録後、簡易点検の入力通知メールが送付されます。

管理者による『承諾』は必要ありません。

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

点検・整備記録簿(ログブック)の管理/運用

1 メインメニュ－ ⇒ 「点検・整備記録簿機器一覧」で機器を管理する。

日付を「指定しない」で検索後（Ⓐ）、「次回点検期限」（Ⓑ）の矢印ボタンをクリックすると、点

検時期が並べ替えられ、点検時期が近づいている機器をすぐに把握することができます。

日付は
「指定しない」で
検索します。

Ａ

次回定期

点検期限

上下の矢印ボタンで
点検時期を並べ替え
ることができます。

点検時期が近づくと緑色、
点検時期を過ぎると赤色に
日付の色が変わります。

※日付上段：簡易点検期日
日付下段：定期点検期日

Ｃ

Ｂ

●一度点検・整備を依頼されてデータ登録したログブックについては、機器一覧で 

点検時期が近づくと「緑色」、点検時期を過ぎてしまうと「赤色」で表示される（次回点検期限の日付部分）。 

● 「次回点検期限」で機器を検索・抽出、点検時期の把握により、計画的に点検を実施することが可能。 

●機器 1 台ごとの算定漏えい量も確認できる。 

●機器の管理者への定期点検のリマインドやサポ－トに利用できます。 

【例1】 点検時期が近づいてきている機器を調べたい

●点検・整備記録簿（ログブック）を作れば、適正に定期点検・簡易点検が実施されているか、常時把握できる。 

●点検時期が近づくと「緑色」、点検時期を過ぎてしまうと「赤色」で表示される（次回点検期限の日付部分）。 

● 「次回点検期限」で機器を検索・抽出、点検時期の把握により、計画的に点検を実施することが可能。 

●機器 1 台ごとの算定漏えい量も確認できる。 

 

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方

点検・整備記録簿(ログブック)の管理/運用

1 メインメニュ－ ⇒ 「点検・整備記録簿機器一覧」で機器を管理する。

日付を「指定しない」で検索後（Ⓐ）、「次回点検期限」（Ⓑ）の矢印ボタンをクリックすると、点

検時期が並べ替えられ、点検時期が近づいている機器をすぐに把握することができます。

日付は
「指定しない」で
検索します。

Ａ

次回定期

点検期限

上下の矢印ボタンで
点検時期を並べ替え
ることができます。

点検時期が近づくと緑色、
点検時期を過ぎると赤色に
日付の色が変わります。

※日付上段：簡易点検期日
日付下段：定期点検期日

Ｃ

Ｂ

【例2】 点検漏れを防ぎ、計画的に次回の点検を実施したい

簡易点検は15日前に緑色、定期点検は30日前に緑色、点検時期を過ぎると赤色に変わります（©）。

点検時期が視覚的に一目でわかりやすいため、計画的に次回の点検を実施することが可能です。

【例1】 点検時期が近づいてきている機器を調べたい

【例】点検時期を過ぎた時(赤)

【例】点検時期を過ぎた時(赤)

TOP画面へ

確認画面へ進み、入力データを確認して「登録」をクリックすれば、簡易点検の記録は完了です。

(簡易点検の記録は、管理者による「承諾」はありません。)
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【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）での管理/運用　完了 【整備時】点検・整備記録簿（ログブック）での管理/運用　完了

Step5　　【廃棄時】行程管理票の作成（電子モ－ド） Step5　　【廃棄時】行程管理票の作成（電子モ－ド）

【例2】 点検漏れを防ぎ、計画的に次回の点検を実施したい

簡易点検は15日前に緑色、定期点検は30日前に緑色、点検時期を過ぎると赤色に変わります（©）。

点検時期が視覚的に一目でわかりやすいため、計画的に次回の点検を実施することが可能です。

点検期間を指定して機器を絞り込み、登録データをダウンロ－ドして管理する。

① 「簡易点検期限」または「定期点検期限」の期間を指定して機器を絞り込みます。

② 検索後に上部メニューからCSVを必要な形式で出力します。

期間を
指定して検索

①

検索後に
CSVを作成

②

2

同じく 「点検・整備記録簿機器一覧」の「累計漏えい量」欄で、機器が設置されてから現在までの累

計の漏えい量と本年度の算定漏えい量（ｔ-ＣＯ2）を確認できます。

【例3】 機器ごとの漏えい量を把握したい

① 「簡易点検期限」または「定期点検期限」の期間を指定して機器を絞り込みます。

② 検索後に上部メニューからCSVを必要な形式で出力します。

2 点検期間を指定して機器を絞り込み、ダウンロ－ドした帳票をもとに、実際の機器の管理に使います。

期間を
指定して検索

①

検索後に
CSVを作成

②

回収依頼書（A票）を起票して、充塡回収業者へ交付する。

メインメニューの「行程管理票作成」をクリックします。

回収依頼書（A票）が表示されますので、必須項目（※）を入力します。

1 

管理者・廃棄者

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方

行程管理票の作成（電子モ－ド）

充塡回収業者から

事業所コード(R＋9桁)を聞いて

入力します。

RaMSログブックの機器管理番号を入力します。

１台の場合 … 「○ 機器管理番号」で入力

複数台の場合 … 「○ ログブック一覧から機器を選択」で入力

1 

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

行程管理票の作成（電子モ－ド）

回収依頼書(A票)を交付する時に、起票者（充塡回収業者）に

100円+税が課金されます。

メインメニューの「行程管理票作成」をクリックし、[電子モード」を選択します。

回収依頼書（A票）が表示されますので、必須項目（※）を入力します。

充塡回収業者が廃棄者に代わって回収依頼書（A票）を起票する。

●関係者への交付・回付は電子メールで自動発信され、紙での保存も不要となります。

●紙版（定価180円+税）より安い100円+税で利用できます。

●充塡回収業者が年度末に都道府県知事に提出する事業報告書の集計機能付き。

RaMSログブックの機器管理番号を入力します。

1台の場合 … 「○ 機器管理番号」で入力

複数台の場合 … 「○ ログブック一覧から機器を選択」で入力

（RaMSに廃棄者がログブックを作成していない場合は入力不要）

回収依頼書(A票)を交付する時に、起票者

（廃棄者）に100円+税が課金されます。

TOP画面へ

●関係者への交付・回付は電子メールで自動発信され、紙での保存も不要となります。

●紙版（定価180円+税）より安い100円+税で利用できます。

●ログブックや事前確認結果説明書と連携して行程管理票（A票：回収依頼書）を起票すれば、

伝票の一括縦覧が可能となります。
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【廃棄時】行程管理票の作成（電子モ－ド）　完了 【廃棄時】行程管理票の作成（電子モ－ド）　完了

Step6　　【廃棄時】回収冷媒の処理依頼と回収済み機器の引渡し Step6　　【廃棄時】回収冷媒の処理依頼と回収済み機器の引渡し

【廃棄時】回収冷媒の処理依頼と回収済み機器の引渡し　完了 【廃棄時】回収冷媒の処理依頼と回収済み機器の引渡し　完了

3 充塡回収業者から交付されたE票（引取証明書）は、「行程管理票一覧」の操作欄の「表示」から内

容を確認できます。

★取次者がいる場合は取扱説明書の「1-2 廃棄者が回収依頼票（Ａ票）を作成、充塡回収業者の間に取次者が2

社入って作成する方法」をご覧ください。

状態表示は「引取証明書交付済／処理業者へ渡す前」になります。

E票は

回収依頼書交付から30日以内に交付

（建物解体を伴う場合は90日以内）

1 

廃棄機器の引取業者を選択して、引取証明書(写)を交付します。3

2

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方

廃棄機器の引渡し（引取証明書（写）の交付）

●廃棄機器を引き渡す時、第一種特定製品引取等実施者（産廃業者、リサイクル業者等）へ引取証明書の写しを

交付することができます。

「引取証明書の写し一覧（交付先作成）」から依頼伝票を作成します。

一覧から「未交付」の引取証明書を選択し、「表示（交付先作成）」をクリックします。

2 

必須項目（※）入力後、最後に「送付」ボタンをクリックすると、廃棄者へメールで知らされます（充塡回収業

者：承認待ちの状態）。廃棄者が受信メールに従ってパソコンでログインし、行程管理票一覧から該当する伝

票（状態が「承諾待ちのA票」になっている伝票）の「表示」をクリックして開き、担当責任者の部署名と氏名

を入力します。

廃棄者（管理者）が

部署名と氏名を入力

廃棄者へ回収依頼書（A票）を一旦交付して、正式交付する。

E票は、回収依頼書交付から30日以内に

交付してください。

（建物解体を伴う場合は90日以内）

回収量を

入力

確定ボタン

を押す

回収量入力は

ここをクリック

・廃棄者へのE票の交付と同時に「F票：引取証明書の写し」が自動作成されます。

・E票が交付された後に廃棄者へ確認メ－ルが送付されます。

★取次者がいる場合は、取扱説明書の「1-4 充塡回収業者が代行入力して取次者が１社入って作成する方法」、

2社いる場合は「1-5 充塡回収業者が代行入力して、取次者が２社入った作成方法」をご覧ください。

①回収依頼書（A票）を起票する。（代表起票の場合）

②廃棄者へ回収依頼書（A票）を交付する。

③廃棄機器から冷媒を回収後、E票の「フロン類回収量」に回収量を入力して登録する。

3 まとめ 行程管理票 利用の流れ 

廃棄機器から冷媒を回収後、E票の「フロン類回収量」に回収量を入力して登録する。

充塡回収業者が

「フロン類回収量」を入力

1 

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

フロン処理業者への依頼

●RaMS上の行程管理票から連動して、RaMSを利用している処理業者（再生・破壊・省令49条業者）には、

無料でフロンの処理依頼ができます。

●紙の帳票を作成する手間や時間が省くことができます。

●再生／破壊業者に引き渡した量がシステム上に記録されるため、都道府県知事への報告書出力時の集計

データに反映され、報告書が簡単にできるメリットもあります。

作成した引取証明書（写）（F票）を開き、下部の「回収フロン処理証明書（処理の記録）」を入力する。

自動表示された入力欄に処理業者情報を入力

処理業者の区分を選択

回収容器番号を入力

この部分に入力することによって、無料で「フロン類再生・破壊依頼書（X 票）」が発信されます。 

①充塡回収業者から省令49条業者へ処理依頼（回収したフロンを引き渡す）

②省令49条業者が処理業者へ処理依頼（フロンを引き渡す）

③フロン処理完了後、処理業者は省令49条業者へ再生／破壊証明書を送付

④省令49条業者から充塡回収業者へ再生／破壊証明書を回付

⑤充塡回収業者から廃棄者へ再生／破壊証明書を回付

省令49条業者へ依頼する場合の流れ（本システムを利用した場合の流れ）

フロン処理を行った処理業者から交付された再生証明書／破壊証明書を廃棄者に回付します。 

処理業者（再生・破壊）が RaMS を利用していれば、電子的に起票、交付、保存が可能です。 

2 

TOP画面へ

TOP画面へ

下記の説明は充塡回収業者の入力している画面です。 下記の説明は管理者（廃棄者）の入力している画面です。

2 

※ 処理業者が本システムを利用していない場合、

この欄には「引渡年月日」のみご入力ください。

詳しい操作方法は こちら

https://www.jreco.jp/public/assets/file/8_1_manual.pdf
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算定漏えい量の管理・報告/都道府県報告書および記録表の作成 算定漏えい量の管理・報告/都道府県報告書および記録表の作成

算定漏えい量の管理・報告/都道府県報告書および記録表の作成　完了 算定漏えい量の管理・報告/都道府県報告書および記録表の作成　完了

●フロン排出抑制法では、毎年法人としての年間の漏えい量を計算し、CO2 換算で 1,000 トン以上となった 

場合は、国（事業所管大臣）あてに報告書を提出しなければなりません。 

●管理者は、充塡回収業者により情報処理センターに登録されたデータ等を利用し、算定漏えい量報告に必要な 

情報の集計・抽出が可能となります。 

●PDF または CSV データで、算定漏えい量の計算・出力が簡単にできます（集計・出力・印刷は全て無料）。 

2

CSV、PDF のどちらかの 
出力方法を選択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「算定漏えい量報告書」を選択 

プルダウンで対象年度を指定する。 
 
CSV 出力の場合には、 
すべてか都道府県別を選択。 

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方

算定漏えい量の閲覧・集計・出力

1

    

 「作成」ボタンをクリックすると、報告書がダウンロードできます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

見本 

階層構造を組んで「管理者統括部署（本社）」でログインすると、統

括組織一覧で下層の「支社」や「事業所」の算定漏えい量がリアルタ

イムで表示されます。

法人全体の漏えい量も把握できます。

1

2

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

都道府県報告書および記録表の作成

【例】 フロン充塡回収量報告書の作成方法

●RaMSに登録された機器の整備時の充塡量・回収量（充塡証明書・回収証明書）、機器の廃棄時の回収量

（行程管理票：引取証明書）や行程管理処理票の量（破壊量・再生量等）から自動計算され、充塡量、

回収量等を集計、毎年の都道府県知事への報告書を簡単に作成できます（無料で出力・印刷ができます）。

●RaMSに登録されていないデータがある場合は、「報告内容補正」機能を利用して、データの補正をして

から報告書類を作成できます。

●5年間保存義務のある充塡量・回収量等の記録表も出力できます。

メインメニューの「報告書作成・閲覧」ボタンをクリックする。

表示された報告書作成画面にて、対象年、出力方法などを選択する。「作成」ボタンをクリックすると、

報告書がダウンロードできます。

「フロン充塡回収量報告書」を選択

プルダウンで対象年度を指定する。

出力範囲はすべて（全都道府県合計）と都
道府県別（業者登録済の都道府県別）のど
ちらかを選択。

集計データに補正が必要な場合は
ここからデータを追加する。

3 「作成」ボタンをクリックすると、報告書がダウンロードできます。

業者登録している他都道府県の報告書は…

他の都道府県でも業者登録をしている場合は、RaMSの事業所登録を都道府県ごとに行う必要はありません。一度事

業所登録をし、その後、メインメニューの「ログイン者登録情報」画面の上部にある「他都道府県追加登録」から、業者登

録をしている都道府県を追加登録できます。それにより、都道府県別の報告書も作成することができます。

追加登録！

都道府県別の

報告書も簡単作成

TOP画面へ

「全社、統括部署、事業所ごとのPDFデータ」「編集可能なCSVデータ」「国の報告書作成ツ－ルに

適合したCSVデータ」から出力形式を選ぶ。

「管理者」または「管理者統括部署」がRaMSにログインし、メインメニュ－の「報告書作成・閲覧」をクリックする。
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利用料金一覧 利用料金一覧

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

定期点検登録
（簡易点検含む）

定期点検登録
（簡易点検含む）

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

機器
新規登録

定期点検対象外機器
（簡易点検のみ）

定期点検年1回
対象機器

機器
新規登録

定期点検年3年1回
対象機器

機器
新規登録

1年間の有効期限
有効期間後最初の

デ－タ登録時に

更新料が発生

次の1年間の有効期限

冷媒管理システム RaMS 【管理者・廃棄者】 基本の使い方
 
 

【管理者・廃棄者向け】 

利用料金 

支払方法の詳細はこちら

ログブックの更新料について

●前回の更新時から１年間の有効期間が過ぎた時点で、システムにデータを新規に登録をする際、□（黄色）の部分で

更新料が発生します。（以後、同様に繰り返し）

●データの新規登録以外の閲覧、出力等は更新しないでも利用できます。

更新料の考え方

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

定期点検登録
（簡易点検含む）

定期点検登録
（簡易点検含む）

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

簡易点検
登録

機器
新規登録

定期点検対象外機器
（簡易点検のみ）

定期点検年1回
対象機器

機器
新規登録

定期点検年3年1回
対象機器

機器
新規登録

1年間の有効期限
有効期間後最初の

デ－タ登録時に

更新料が発生

次の1年間の有効期限

冷媒管理システム RaMS 【充塡回収業者】 基本の使い方

支払方法の詳細はこちら

ログブックの更新料について

●前回の更新時から１年間の有効期間が過ぎた時点で、システムにデータを新規に登録をする際、□（黄色）の部分で

更新料が発生します。（以後、同様に繰り返し）

●データの新規登録以外の閲覧、出力等は更新しないでも利用できます。

更新料の考え方

利用料金

【充塡回収業者向け】

TOP画面へ

事業所登録 無料、年会費なし 

ログブック新規作成（機器登録料・シ－ル無） 500 円/台（税抜） 

ログブック新規作成（機器登録料・シ－ル有） 600 円/台（税抜） 

ログブック閲覧・出力 無料 

ログブックへの設置時追加充塡量登録 無料 

充塡・回収作業や定期点検などの点検・整備記録 100 円/件（税抜） 

簡易点検記録 無料 

ログブック更新料（クラウド利用更新料） 100 円/台・年（税抜） 

行程管理票作成 100 円/セット（税抜） 

充塡量・回収量の報告書の出力 無料 

再生・破壊・省令 49 業者への処理依頼 無料 

 

事業所登録 無料、年会費なし 

ログブック新規作成（機器登録料・シ－ル無） 500 円/台（税抜） 

ログブック新規作成（機器登録料・シ－ル有） 600 円/台（税抜） 

ログブック閲覧・出力 無料 

ログブックへの設置時追加充塡量登録 無料 

書面で受領した点検・整備記録簿の転記 100 円/件（税抜） 

簡易点検記録 無料 

ログブック更新料（クラウド利用更新料） 100 円/台・年（税抜） 

行程管理票作成 100 円/セット（税抜） 

RaMS-ｅｘの閲覧出力 無料 

算定漏えい量報告書の出力 無料 

機器引取業者あて引取証明書の写し交付 無料 

 

https://www.jreco.jp/public/assets/file/TOP_pay.pdf
https://www.jreco.jp/public/assets/file/TOP_pay.pdf
NumanamiYukiko(FUSO)
テキストボックス
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